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常

委

会

任

員

・

別

員

の

特

委

会

動
き

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進

豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
藤
沢
市
へ

市
民
目
線
で
変
革
を
進
め
る
総　務

デ
ジ
タ
ル
市
役
所
に
向
け
た

取
組
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
用
い
て
の
申
請
が
想

定
さ
れ
る
手
続
き
に
関
す
る
オ

ン
ラ
イ
ン
化
の
推
進
や
、書
面
・

押
印
・
対
面
規
制
等
の
見
直
し
、

Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
※
１
）
の
利

用
推
進
等
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の

実
現
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、

本
市
で
は
、
藤
沢
Ｓ
Ｓ
Ｔ
の
存

在
や
、
さ
が
み
ロ
ボ
ッ
ト
産
業

特
区
の
特
性
を
生
か
し
た
最
先

端
技
術
の
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
の
取
組
を
積
み
重
ね
て
き

た
。こ
う
し
た
実
績
を
踏
ま
え
、

市
民
目
線
に
よ
る
一
人
一
人
に

寄
り
添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
通
じ
て
、
市
民
生
活
の
質
の

向
上
を
実
感
で
き
る
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
た
取
組

を
進
め
て
い
く
。

さ
ら
に
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推

進
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
デ

ジ
タ
ル
化
を
主
導
す
る
人
材
が

必
須
と
な
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル

化
戦
略
の
構
想
、
立
案
を
は
じ

め
、
庁
内
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

化
全
般
を
統
括
す
る
立
場
の
人

状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和

３
年
４
月
に
デ
ジ
タ
ル
推
進
室

を
新
設
し
た
。
市
民
生
活
の
質

を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
に
、
こ
れ
ま
で
地
域
で
育

ま
れ
て
き
た「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」、

官
民
連
携
な
ど
多
様
な
主
体
に

よ
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」、

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
Ａ
Ｉ
等
を
活

用
し
た
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
の

３
つ
の
視
点
か
ら
、
市
民
一
人

一
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
豊

か
で
暮
ら
し
や
す
い
藤
沢
市
へ

の
変
革
を
進
め
て
い
く
。

て
い
る「
ふ
れ
あ
い
入
浴
事
業
」

と
現
行
事
業
が
、
対
象
者
や
自

己
負
担
額
な
ど
が
類
似
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
統
合
・
拡
充
し

て
い
く
こ
と
と
し
た
。
な
お
、

公
共
施
設
等
の
利
用
に
関
し
て

は
、
介
護
予
防
事
業
等
の
推
進

に
よ
り
役
割
を
担
っ
て
い
く
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
は
、
４
年
度
の
見
直
し
実
施

を
目
途
と
し
、
事
業
詳
細
等
の

調
整
を
引
き
続
き
進
め
て
い
く
。

○
本
市
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
の
取
組
に
つ
い
て

〈
市
の
説
明
〉

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
は
、
非
接
触
・
非
対

面
を
取
り
入
れ
た
新
た
な
生
活

様
式
へ
の
移
行
や
、
地
域
・
組

織
間
に
お
け
る
横
断
的
な
デ
ー

タ
活
用
の
必
要
性
の
高
ま
り
に

よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
加
速
さ

せ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、

制
度
や
組
織
の
在
り
方
を
デ
ジ

タ
ル
化
に
合
わ
せ
変
革
し
て
い

く
Ｄ
Ｘ
が
社
会
全
体
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
こ
う
し
た

総
務
常
任
委
員
会
は
、
５
月

24
日
と
６
月
15
日
に
開
催
さ
れ

た
。５

月
24
日
の
委
員
会
で
は
、

議
案
１
件
を
審
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
議
案
は
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

６
月
15
日
の
委
員
会
で
は
、

陳
情
１
件
を
審
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
陳
情
は
趣
旨
不
了
承
と

決
定
し
た
。
ま
た
、
①
本
市
に

お
け
る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

の
取
組
②
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

窓
口
業
務
等
協
働
事
業-

以

上
２
件
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

た
。

沢
市
保
育
所
整
備
計
画
（
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
）
に
基
づ
き
、
保
育

需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
様
々

な
取
組
を
進
め
て
き
た
。
令
和

２
年
度
に
は
、
認
可
保
育
所
等

15
施
設
の
新
規
開
設
や
既
存
保

育
施
設
の
再
整
備
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
２
年
４
月
と
比
較
し

て
７
７
４
人
の
定
員
拡
大
を
図

っ
て
き
た
。 

ま
た
、施
設
整
備
以
外
に
も
、

待
機
児
童
の
多
い
１
・
２
歳
児

を
対
象
に
し
た
年
度
限
定
保
育

事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、
待
機

子
ど
も
文
教
常
任
委
員
会
は
、

６
月
14
日
に
開
催
さ
れ
、
①
村

岡
公
民
館
等
再
整
備
事
業
の
進

捗
状
況
②
藤
沢
市
ス
ポ
ー
ツ
都

市
宣
言
（
案
）
③
待
機
児
童
の

状
況
と
今
後
の
取
組
等
④
藤
沢

市
立
学
校
施
設
再
整
備
第
２
期

実
施
計
画
（
案
）-

以
上
４

件
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

○
待
機
児
童
の
状
況
と
今
後
の

取
組
等
に
つ
い
て

〈
市
の
説
明
〉

本
市
で
は
、藤
沢
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
及
び
藤

児
童
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
こ
う
し
た
取
組
の
結
果
、

３
年
４
月
の
保
育
所
等
利
用
申

込
状
況
は
、
前
年
度
と
比
較
し

て
、
利
用
申
込
児
童
数
が
３
０ 

１
人
増
加
し
た
が
、
入
所
保
留

児
童
数
は
１
２
４
人
減
少
し
、

４
月
１
日
現
在
で
国
基
準
に
よ

る
待
機
児
童
数
は
ゼ
ロ
と
な
り
、

解
消
に
至
っ
た
。

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
、
４
年
４
月
に
向
け
た
保

育
需
要
に
対
応
す
る
た
め
に
、

認
可
保
育
所
等
の
設
置
運
営
法

人
の
公
募
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
市
内
の
４
事
業
者
か
ら
小

規
模
保
育
事
業
の
応
募
が
あ
り
、

３
年
４
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た

藤
沢
市
保
育
所
等
設
置
運
営
者

選
考
委
員
会
に
お
い
て
、
１
事

業
が
選
定
さ
れ
た
。
開
所
は
４

年
４
月
か
ら
を
予
定
し
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
り
、
19
人
の
定
員
拡

大
が
見
込
ま
れ
る
。

な
お
、３
年
４
月
１
日
現
在
、

市
内
の
一
部
の
既
存
保
育
施
設

に
お
い
て
、
定
員
に
空
き
が
生

じ
て
い
る
状
況
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
既
存
保
育
施
設
の
有
効
活

用
を
図
る
た
め
の
取
組
を
進
め

て
い
く
と
と
も
に
、
認
可
保
育

所
等
の
新
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
見
極
め
る
こ
と
と
し
、

７
月
及
び
10
月
に
予
定
し
て
い

た
再
公
募
に
つ
い
て
は
、
実
施

し
な
い
こ
と
と
し
た
。
今
後
の

公
募
に
つ
い
て
は
、
保
育
ニ
ー

ズ
の
動
向
等
を
踏
ま
え
て
検
討

し
て
い
く
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
藤
が
岡
保

育
園
等
の
認
可
保
育
所
の
再
整

備
や
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園

へ
の
移
行
な
ど
に
よ
り
、
47
人

の
定
員
拡
大
を
見
込
ん
で
い
る
。

認
定
こ
ど
も
園
は
、子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
に
お
い
て
、

教
育
及
び
保
育
の
一
体
的
な
提

供
に
よ
る
利
用
者
の
利
便
性
の

向
上
と
待
機
児
童
の
解
消
を
目

的
に
従
来
の
制
度
を
見
直
し
、

国
が
設
置
を
推
進
し
て
い
る
施

設
で
あ
る
。

現
在
、
当
該
施
設
は
市
内
に

１
園
の
み
で
あ
る
が
、
今
後
も

市
内
の
幼
稚
園
と
十
分
な
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
認
定
こ
ど
も

園
へ
の
移
行
支
援
を
推
進
し
て

５
％
、
利
用
率
31
％
と
な
っ
て

い
る
。

本
事
業
は
、
70
歳
以
上
の
方

で
あ
れ
ば
誰
で
も
利
用
で
き
る

も
の
で
、
約
５
万
人
の
方
に
助

成
券
を
交
付
し
て
い
る
。ま
た
、

元
年
度
に
行
っ
た
高
齢
者
の
保

健
・
福
祉
に
関
す
る
調
査
で
は
、

助
成
券
を
利
用
し
た
方
の
９
割

近
く
が
健
康
維
持
や
介
護
予
防

等
の
効
果
を
実
感
し
た
と
回
答

す
る
な
ど
、
一
定
の
事
業
効
果

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
助
成
券
の

利
用
率
が
低
く
と
ど
ま
る
一
方
、

高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
財
政
負

担
の
増
大
や
施
設
の
限
定
、
偏

在
等
の
課
題
が
あ
り
、
特
に
助

成
券
の
利
用
割
合
に
つ
い
て
は
、

70
歳
以
上
の
方
全
体
に
対
す
る

と
２
割
を
下
回
っ
て
お
り
、
現

行
事
業
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
の
低

さ
と
捉
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、

必
要
な
方
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

事
業
見
直
し
に
つ
い
て
、
検
討

を
進
め
て
い
く
。

ま
ず
、
現
行
事
業
に
つ
い
て

設
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
に
市
も
参
加
し
、
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
さ
ら
な
る
対
策

を
検
討
し
て
い
く
。

い
く
。

ま
た
、
４
月
入
所
申
込
み
時

点
で
、
保
育
士
不
足
に
よ
り
定

員
ま
で
受
入
れ
が
で
き
な
い
児

童
数
と
し
て
、２
年
に
87
人（
不

足
保
育
士
27
人
）
で
あ
っ
た
も

の
が
、３
年
で
は
１
６
０
人（
不

足
保
育
士
42
人
）
に
増
加
し
て

お
り
、
保
育
士
の
確
保
が
喫
緊

か
つ
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。こ

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

保
育
士
確
保
に
向
け
て
は
、
新

た
な
保
育
の
担
い
手
を
養
成
す

る
子
育
て
支
援
員
研
修
の
実
施

や
、
保
育
士
就
労
奨
励
助
成
金

の
支
給
な
ど
の
取
組
を
、
今
年

度
の
新
規
事
業
と
し
て
進
め
る

と
と
も
に
、
市
内
認
可
保
育
施

材
に
つ
い
て
、
外
部
人
材
の
登

用
も
含
め
、
早
期
配
置
に
向
け

て
検
討
し
て
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド（
※
２
）

へ
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ

タ
ル
機
器
の
扱
い
に
不
慣
れ
な

方
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、
全

て
の
市
民
に
必
要
な
情
報
や
サ

ー
ビ
ス
を
届
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
デ
ジ
タ
ル
の
力
で
様 

々
な
格
差
を
解
消
し
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
機
会
の
均
等
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

少
子
超
高
齢
化
の
進
展
、
人

口
減
少
、
労
働
力
不
足
に
よ
る

社
会
課
題
や
新
た
な
生
活
様
式

へ
の
対
応
を
踏
ま
え
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
積
極
的
に
活
用
し
て

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

こ
と
が
急
務
と
捉
え
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
技

術
が
地
域
社
会
へ
浸
透
し
、
様 

々
な
サ
ー
ビ
ス
や
デ
ー
タ
が
活

用
さ
れ
る
Ｄ
Ｘ
が
早
期
に
実
現

で
き
る
よ
う
、
着
実
に
推
進
し

て
い
く
。

喫
緊
の
課
題
と
し
て

保
育
士
確
保
に
取
り
組
む

国
基
準
に
お
け
る
待
機
児
童
ゼ
ロ

子ども文教

は
、
対
象
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が

低
い
こ
と
か
ら
、
関
係
団
体
等

と
も
調
整
し
事
業
を
廃
止
す
る

方
向
と
し
た
。
一
方
、
は
り
・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
治
療
院

は
、
実
績
や
調
査
に
よ
り
、
施

設
利
用
の
割
合
が
最
も
高
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
現
行
事
業
廃
止

後
も
助
成
を
実
施
す
る
よ
う
、

新
た
に
助
成
事
業
を
創
設
す
る
。

ま
た
、
公
衆
浴
場
に
つ
い
て

は
、
藤
沢
浴
場
組
合
が
実
施
し

制
定
に
向
け
た
検
討
経
過
と
今

後
の
取
組
③
高
齢
者
い
き
い
き

交
流
事
業
の
見
直
し
④
大
庭
台

墓
園
立
体
墓
地
再
整
備
基
本
構

想
の
最
終
報
告
⑤
令
和
３
年
度

国
民
健
康
保
険
料
の
料
率-

以
上
５
件
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
た
。

○
高
齢
者
い
き
い
き
交
流
事
業

の
見
直
し
に
つ
い
て

〈
市
の
説
明
〉

厚
生
環
境
常
任
委
員
会
は
、

６
月
11
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案

４
件
、陳
情
１
件
を
審
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
案
は
全
て
可
決

す
べ
き
も
の
、
陳
情
は
趣
旨
不

了
承
と
決
定
し
た
。

ま
た
、
①
第
２
期
藤
沢
市
国

民
健
康
保
険
保
健
事
業
実
施
計

画
（
藤
沢
市
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
）
中
間
評
価
（
案
）
②
い
わ

ゆ
る
「
ご
み
屋
敷
対
策
条
例
」

高
齢
者
い
き
い
き
交
流
事
業

は
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
や
介

護
予
防
を
目
的
と
し
て
、
平
成

22
年
10
月
か
ら
実
施
し
て
い
る

が
、
利
用
率
の
低
さ
、
利
用
可

能
施
設
の
偏
在
、
対
象
者
の
増

加
に
よ
る
財
政
負
担
の
増
大
等

の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
藤

沢
市
行
財
政
改
革
２
０
２
０
の

見
直
し
検
討
対
象
事
業
に
位
置

づ
け
、
令
和
４
年
度
の
見
直
し

実
施
に
向
け
検
討
を
し
て
き
た
。

現
行
事
業
は
、
市
内
在
住
の

70
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
市

が
指
定
し
た
は
り
・
き
ゅ
う
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
治
療
院
、
公
衆
浴

場
、
公
設
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の

利
用
料
を
一
部
助
成
す
る
も
の

で
、
利
用
希
望
者
に
対
し
、
助

成
券
を
年
間
１
２
０
枚
、
金
額

に
し
て
１
万
２
千
円
を
上
限
と

し
て
交
付
し
て
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
の
た
め
、
一
部
施
設
で
の

一
時
閉
館
や
利
用
制
限
な
ど
、

助
成
券
の
利
用
に
大
き
な
影
響

が
あ
り
、
事
業
実
績
と
し
て
、

２
年
度
は
交
付
率
58
・
２
％
、

利
用
率
23
・
６
％
と
な
っ
て
い

る
。
元
年
度
は
、
交
付
率
58
・

令
和
４
年
度
を
目
途
に
見
直
す

高
齢
者
い
き
い
き
交
流
事
業

厚生環境

（※ 1）RPA…Robotic Process Automation の略称。コンピューター上で行われる業務プロセスや作業を人に代わり自動化する技術。 
（※ 2）デジタルデバイド…インターネットやパソコン等の情報通信技術を利用できる人と利用できない人との間に生じる格差。

現時点で想定しているスマートシティのイメージ図

保育需要に対応するため保育施設の再整備や有効活用等を進める

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の推薦

に
同
意

藤
沢
市
域
の
人
権
擁
護
委

員
の
６
人
が
、
令
和
３
年
９

月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
た
め
、
候
補
者
を
推

薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

会
の
意
見
を
求
め
る
も
の
。

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

任
期
は
３
年
10
月
１
日
か　

ら
６
年
９
月
30
日
ま
で
の
３

年
間
。

・
鳥
海
早
苗
氏
（
再
推
薦
、

藤
沢
市
在
住
）

・
⻆
田
宗
夫
氏
（
再
推
薦
、

藤
沢
市
在
住
）

・
三
雲
謠
子
氏
（
再
推
薦
、

藤
沢
市
在
住
）

・
山
田
栄
一
郎
氏
（
新
規
推

薦
、
藤
沢
市
在
住
）

・
三
觜
敦
子
氏
（
新
規
推
薦
、

藤
沢
市
在
住
）

・
野
村
俊
介
氏
（
新
規
推
薦
、

藤
沢
市
在
住
）

⑹


